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, hiyondorunderthi月'rang60ftemperature,

thatoffemalesisusuallygreaterthanmales. ㌔

Therateofdetoxifiatioacausedby.defatted

house兄ypowderandliving･】10u主eny!sground
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LinPanevapor_のカナ1)ヤ土鳩に及ぼす影響並

びに熱帯魚に対する尭性 S'･如ooRl,,Th?■Etre占t

of,LindaneVaporor上CanariesandPigeons,

T.Eeon.Ent.45(6日092-93(1952);F.ScJIUl.Z7:;I
ToxicityofLindaneVaportoTropicalFish.

ihid.1094-96 /

蚊近班々の由告を防除する為の連続蒸発法が発達し

てfL:_く用し,･られる様にならたが,それと共に人畜に対

するその志性が閃皿となって来た｡この報潜では

lihdan占vapor'が家畜･家乱 射 辞魚に及ぼす鹿野
rTついて行った試汲結果を述べる0 ,.

･これ幸で多くの家畜を数日乃至数ヶ月臥 ､lindane

i,apor.にさらした試験によれば牛馬軍旗には,はっ

きりした告作用は認められず,家禽でlt申ナリヤ二J'jt,
熱符瓜が指示薬畳に対して毒性を表した｡_

IT.カナI)ヤと鳩に関する試験

Liムdaneを恒温調節し串電気加熱装密によって連

統的に,昆虫に有効で人体に安全な限度′として指示さ

れ七いる 1g/20,000cu.ft./day よりや 掛ゝ ､割合

で誘発させた｡即ち二14･000CワlLt･?部屋でカナ少
ヤを小さいか士に入れ., 1･60gJ20,000乍u_･Lt./day

の割合で34郎11蒸発させた所,てその他跳状態は次矧 こ

悪くなった｡これを殺し7:組織を抽uL,､千に対する

生物試験の結果20%
.
の'&死率であっ
.
た
｡1
4
･
02g/

20,00
0とu･Lt
/dayp割合や蒸発させた吻合には･hナ

リヤは48日に死亡し,
その組織抽川物の-エl
_
=対す

る致死率は】Op%であった｡､
･鳩は通風の一
よい普通の坤合で＼3･1
0g-2q･
65g/

20,
000cu.ft
/dayの高暁既で】4日間蒸発試験を行っ

たが告作用は全く認められなかった｡
･H
.
熱帯魚に調する釈放:

.
'この試験は熱符魚の飼育に馴れた人の家で】3妊顎の

魚について行った0
6
･
000CUT-Ltの
部屋で53･2
8g
の-1in'daneを55日間を零して蒸発
.
(0
.
9687g/dayの

割合で指示薬塩の約2.
4倍)-し,-水糟に魚を入れて
lindaneを含む室内東夷は;水面に,
;･れる様にすると

共に皇申基気をC9mpressor･
用々いて水槽中に

buhl,ling
_
させて,
上申や大部分をガラスでcavとr

した.
鰍皇
_
lind
i
nelこ対して挺めて敏感に反応を元

･.
し連動状愚が変調になつ七;死亡するものが多くあ

った-.
死亡した租は麿ちに疎枯させて化学分析にかけ.

一方
Icchによって組織の抽出を行ったがその抽
u

一物は90%の八.
Iを殺した｡
又Iindaneの石性からの

快投について行った宍駿の括弧熱帯魚は号叫'JI-:節

に綻悼なことが町かになった｡二･
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